
  

 

 

 

 

 

 

 

「表記の手引き」に記載されている「ひらがなで表記

すべき言葉」の続編です。全てを頭の中に入れるとい

うのは極めて困難なことですので、どのように表記す

べきか迷ったらすぐに「表記の手引き」で調べられる

よう身近においておきたいものです。 

【ひらがなで表記すべき言葉】 

－たち  私たち 君たち ※ 「ともだち」は「友達」 

てだて  解決のてだて てだてがない 

どうし  隣どうし 男どうし いとこどうし 

とおり  次のとおり 従来どおり 通知どおり 

ときどき  ときどき小鳥が来る ときどきそう思う 

ところ  はじめのところがおもしろい 父のところ

へ行く 花見どころじゃない 

ところどころ  ところどころ不明な点がある 

とまどう  とまどいを覚える 仕事にとまどう 

とも  二人とも来ない ともに生きる ともに行く 

※ 共倒れ、共働きなど複合名詞のときのみ漢字を用いる 

なに  なにしろ なにごと なにより なにげなく 

なみなみ なみなみならぬ努力 

はじめ  ご両親をはじめ 社長をはじめとして 

はずむ  心がはずむ 話がはずむ 息がはずむ 

※ 「ボールがはずむ」のはずむは「弾む」 

はたらく  知恵がはたらく はたらきかける 

※ 労働する・仕事をする、の意の場合は「働く」 

はやる  はやりのスタイル はやりすたり 

ひとつ  ひととき ひとまとめ ひとそろい 

ふだん  ふだん考えていること ふだんの行い 

ふれる  目にふれる 心がふれ合う 前ぶれ 

※ 手に触れる 法に触れる 等の場合は「触れる」 

ほう  君のほうが正しい やったほうがいい 

ま  あっというまに いつのまにか 

まことに  まことに重要である まことに困った 

まさに  まさにご指摘のとおり まさに領収した 

まちがい  答えのまちがい 道をまちがう 

 

 

 

 

 

 

 

 

まっ  まっこう まっ逆さま まっすぐ まっぴら 

まにあう  千円あればまにあう 準備がまにあわない 

まもなく  まもなく到着する まもなく帰る 

まわり  身のまわり ひとまわり大きくなった 

みごと  みごとなできばえ みごとな演技 

－め  少なめ 長め 細め 三日め 十番め 

めあて  学習のめあて 

もつ  感想をもつ 誇りをもつ もちこたえる 

もと  手もと 口もと 足もと この資料をもとに 

もの  ものおじ もの静か ものすごい もの忘れ 

－やすい  書きやすい 冷めやすい 読みやすい 

やめる  旅行をやめる やめにする 

よい  成績がよい 手際がよい 頭がよい 仲がよい 

※ 良い子 良しあし 以外は原則として「良」は使わない 

よろしく  よろしく頼む よろしく反省すべきだ 

わかる  気持ちがわかる 答えがわかる  

【漢字で表記すべき言葉】 

椅子  机と椅子 椅子を並べる 

一応  一応承っておく 一応そう結論できる 

一段と  一段とよい眺めだ 一段と腕が上がった 

片づける  部屋を片づける あと片づけ 

事柄  次の事柄 事柄の性格 

早速  早速やります 早速返事をくれる 

更に  更にお願いする 更に上達する 

仕方  ○○の仕方 

素－  素顔 素足 素手 素焼き 素通り 

素敵  素敵なデザイン 素敵な人 

素直  素直な人 素直にきく 素直な気持ち 

全て  全てが終わった 全てこれからです 

手応え  手応えがある 手応え十分 手応えがない 

配布  選挙公報を配布する 

※ 広く一般に行きわたらせること 

配付  資料を配付する 各団体に配付する 

※ 特定の一人一人に渡すこと 
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